
ビブリオバトル公式ルール 

①発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる。 

②順番に一人 5分間で本を紹介する。 

③それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッションを 2～3分行う。 

④全ての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を参加者全員一票で行い、最

多票を集めたものを『チャンプ本』とする。 

【ビブリオバトル公式ウェブサイトより】 

部屋の前に、過去１年間のビブリオバトルに登

場した本を設置し、大会に花を添えます。 

まずは、ルール説明から。ビブリオバトルは

2007 年に始められた比較的新しい、本の紹

介コミュニケーションゲームです。 
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今回のチャンプ本発表者の方々です。今回は、

最多票を獲得した本が２冊ありました。 

それぞれの本に対する熱い思いを聞

くことができました。また、未知の本

に出会えるよい機会となってのでは

ないでしょうか。参加していただいた

方ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７回ビブリオバトル 行事報告・結果報告 

今年のビブリオバトルは、201９年１１月２４日（日）13 時 30 分～15 時に図書館１階おはなし室でお

こないました。これまでは、万葉ホール多目的ロビーで実施していましたが、会場が狭くなったため、

発表者と観戦・観覧者との距離が近くなり、親近感を感じられるビブリオバトルとなりました。発表者

６名、観戦者７名の方に参加していただきました。 



「クラゲの光に魅せられて」 

 下村 脩／著 朝日新聞出版 

「ロウソクの科学」  

ファラデー／著 
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第７回橿原市立図書館ビブリオバトル結果 
 １１月２４日（日）開催しました、第７回橿原市立図書館ビブリオバトルのエントリー本とその結果です。

今回のテーマは「ノーベル賞」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「科学の発見」  

スティーヴン・ワインバーグ／著 

文藝春秋 

「納屋を焼く」 

 村上 春樹／著 

「犬の年」 

 ギュンター・グラス／著 集英社 

「友情 [1] 」 

 山中 伸弥／著 平尾 誠二／著 平尾 惠子／著 

 講談社 


